
 
 
 
   
麻薬覚せい剤など薬物の乱用は、若者の間に急速に広まっています。日本は覚せい剤の押収量か

らみても世界で第 2番目の汚染国と言われています。高校生はもちろんのこと、中学生・小学生が
覚せい剤の乱用で逮捕される事件も起きています。  

 
現在、内閣府、厚生労働省、警察庁、文部科学省の後援を得て、全国のライオンズクラブが薬物

乱用防止教室を実施しております。  
 
当クラブでは、公益財団法人 麻薬・覚せい剤乱用防止センター の指導で地区単位で開催されて

いる「薬物乱用防止教育認定講師養成講座」を会員が受講し、現在までに、36 名が講師に認定さ
れています。2004年度以来、岡崎市内の小学校・中学校・高等学校を対象に、「薬物乱用防止教室」
を、毎年開催しております。  

 
本年度は、以下の日程で開催致しました。  
 
2013年度 第 1回   2013年 7月 12日 岡崎市立連尺小学校 6年生     約 160名  
 
         第 2回   2013年 7月 16日 光ヶ丘高等学校 学生教職員    約 1000名  
 
         第 3 回   2014年 2月 5日 岡崎市立矢作東小学校 6年生    約 120名  
 
         第４回    2014年 2月 13日 岡崎市立矢作南小学校 6年生   約 160名  
 
         第 5回    2014年 2月 20日 岡崎市立城北中学校 2・3年生   約 420名  
 
         第 6回    2014年 3月 3日 岡崎市立愛宕小学校 6年生     約 40名  
 
中でも 第 2 回の光ヶ丘高等学校では、同校での開催は今回がはじめてにもかかわらず、1 年生

から 3年生 教職員を含む約１０００名の前で「薬物乱用防止・脱法ドラッグの危険性」を訴える
ことができました。最後には岡崎で活躍しているジャズシンガー今岡友美さんをサプライズゲスト

に招き、「『薬物はダメ。ゼッタイ』を守って、楽しい人生をおくってください」とエールを送った

後、自慢の美声で「アメイジング・グレイス」を歌い上げてくれました。このことは、翌日の地元
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紙 東海愛知新聞にも掲載され、多くの方に活動を知ってもらえたと思います。  

 

前述の通り、本年度は、岡崎市内の約 1900名の児童・生徒・学生に、『薬物はダメ。ゼッタイ』
を、訴えることができました。講師の認定を受けた委員会メンバーがそれぞれ、自作の文字板を使

ったり、薬物の標本を使って薬物乱用の実態を知ってもらったり、児童や先生に寸劇をやってもら

い巧妙な手口を知ってもらうなど、各自で工夫を凝らした手法で、『薬物はダメ。ゼッタイ』を、

訴えました。 
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 岡崎南ライオンズクラブは、結成直後より岡崎市教育委員会・岡崎市現職研修委員会学校図書館

部主催の、「岡崎市小中学校読書感想文コンクール」の後援をして参りました。平成元年から読書

感想画も加わり、以来「岡崎市小中学校読書感想文・読書感想画コンクール」として現在に至って

おります。表彰状・トロフィー・盾・記念品等にあてて頂く費用を提供させて頂いております、本

年度は「第四十九回読書感想文コンクール」「第二十五回読書感想画コンクール」を、後援し平成

26年 2月 7日 金曜日 岡崎市図書館交流プラザ「りぶら」一階ホールに於いて、両コンクールの
表彰式が行われ、例年通りの「岡崎南ライオンズクラブ会長賞」を、佐々木第一副会長がプレゼン

テーターとなり贈らせて頂きました。今回は特別に、結成五十周年記念事業の一環として「岡崎南

ライオンズクラブ設立 50周年記念特別賞」を、石川実行委員長より贈らせて頂きました。本年度
は、読書感想文１８２４５点、読書感想画２０１５０点と、とても多くの応募がありました。その

中で優秀な読書感想文１０６７点、読書感想画５５２点が入選作品として選ばれました。会場では、

表彰後、受賞作品の代表として、市長賞に輝いた読書感想文３作品の受賞者本人による朗読と、岡

崎南ライオンズクラブ会長賞に輝いた読書感想画３作品をプロジャクターで映し出しての受賞者

本人による説明をしてもらいました。どの作品も、とてもレベルが高く、発表した生徒や児童も、

すばらしく堂々とした態度で、多くの来場者と私たちに感動を与えてくれました。このすばらしい

小中学生の創作に寄与できる活動をできることが我々の慶びです。この気持ちを糧として今後も後

援をさせて頂きたいと思っております。 
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